
利
用
方
法
を
確
認
す
る
な
ど
、災
害
時

の
連
絡
方
法
も
話
し
合
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。い
ず
れ
も
防
災
週
間
や
、

毎
月
1
日
と　
日
、１
月
1
日
か
ら
３

15

日
な
ど
に
体
験
利
用
が
で
き
ま
す
。

※
別
途
通
話
料
・
通
信
料
な
ど
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
、
N
T
T
東
日
本
☎　
１１６

（
９
時
～　

時
・
年
末
年
始
を
除
く
）

１７

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

◆
家
具
や
家
電
の
転
倒
防
止
を

　

地
震
が
発
生
す
る
と
、
家
具
の
下

敷
き
に
な
っ
た
り
、
避
難
路
が
絶
た

れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
家

具
や
大
型
家
電
は
、壁
や
柱
に
金
具
な

ど
で
固
定
し
、キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
家

具
や
ピ
ア
ノ
な
ど
に
は
す
べ
り
止
め

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
も
配
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
後
�
日
目
か
ら

は
救
援
物
資
な
ど
で
食
料
や
生
活
必

需
品
が
確
保
で
き
る
と
想
定
し
、
備

蓄
品
を
住
宅
か
ら
取
り
出
せ
な
い
避

難
者
の
た
め
に
３
日
分
以
上
の
備
蓄

の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
と

同
時
に
、
市
が
被
災
し
た
場
合
に
応

援
を
要
請
で
き
る
よ
う
、
他
の
自
治

体
や
民
間
企
業
、
団
体
と
災
害
時
応

援
協
定
の
締
結
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を

　

家
庭
で
も
災
害
に
備
え
て
い
た
だ

こ
う
と
、「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、

「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」、「
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
配
布
し
て
い
ま

す
。家
族
や
地
域
で
災
害
発
生
時
に
一

時
的
に
避
難
で
き
る
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
備
蓄
は
３
日
分
以
上
を

　

道
路
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
被

災
し
た
と
き
の
物
流
停
止
に
備

え
て
、各
家
庭
で
も
３
日
分
以
上

の
食
料
や
飲
料
水
、常
備
薬
、生

活
必
需
品
な
ど
が
必
要
で
す
。家

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
と
８

月　

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
「
防

30
災
週
間
」
は
、
大
正　
（
１
９
２
３
）

12

年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
は
、日
ご
ろ
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　

市
は
、
野
田
隆
起
帯
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
０
の
、
市

内
の
ほ
ぼ
全
域
が
震
度
６
強
と
な
る

地
震
の
被
害
を
想
定
し
て
情
報
伝
達
、

備
蓄
の
整
備
、
応
援
協
定
な
ど
の
防

災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
際
に
は
、
災
害
情

報
を
防
災
行
政
無
線
、ま
め
メ
ー
ル
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
発
信
し
、避
難

情
報
な
ど
は
携
帯
電
話
大
手
３
社
の

族
の
人
数
や
年
齢
、性
別
、体
質
な
ど

に
合
わ
せ
、消
費
期
限
な
ど
も
含
め
備

蓄
状
況
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
時
に
持
ち
出
す
最
小
限
の
必

需
品
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
ま
と
め

て
お
く
と
便
利
で
す
。
重
さ
は
男
性

で　

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
女
性
で　

キ
ロ

15

10

グ
ラ
ム
が
目
安
で
す
。

◆
家
族
と
の
連
絡
手
段
を
確
保

　

災
害
発
生
時
は
、
家
族
と
連
絡
が

と
れ
ず
安
否
確
認
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
た
め
、
事
前
に
家
族
が
集
合

す
る
場
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
公
衆
電
話
や
携
帯
電
話
か

ら
も
利
用
で
き
る
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎　

）や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

171

上
の
災
害
用
伝
言
板（
w
e
b　

）の
171
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備蓄は各家庭で必要なものを用意し消費期限の確認備蓄は各家庭で必要なものを用意し消費期限の確認をを

防
災
の
日
と
防
災
週
間 

　
家家
庭庭
やや
地地
域域
なな
どど
でで

災

　　　　　　　　　　 
災
害害
へへ
のの
備
え
備
え
とと
対
策
対
策
をを

　

災
害
へ
の
備
え
は
、
日
ご
ろ
か
ら
万
全
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
市
は
情
報
発
信
や
備
蓄
、
災
害
協
定
な

ど
の
ほ
か
、
避
難
時
に
支
援
が
必
要
な
方
の
名
簿
を
自
治

会
な
ど
に
配
る
な
ど
、防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
家
庭
で
も
、
災
害
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
よ

う
、
備
蓄
や
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
ほ
か
、
地
域
の
防
災

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■発行:千葉県野田市役所（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１代表）
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を
低
く
し
、
机
の
下
に
も
ぐ
る
な
ど

し
て
頭
を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま

で
じ
っ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
周
辺
の

様
子
を
よ
く
見
て
、
ガ
ラ
ス
や
食
器

の
破
片
に
気
を
つ
け
、
外
へ
脱
出
で

き
る
よ
う
に
通
路
を
確
保
し
、
出
火

し
て
い
た
ら
近
所
に
大
声
で
呼
び
か

け
消
火
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
物
の
倒
壊
な
ど
で
住
居
に
滞
在

で
き
な
い
と
き
は
、
避
難
が
必
要
で

す
。避
難
時
は
近
所
に
も
声
を
か
け
、

特
に
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の

方
の
安
否
確
認
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
底
の

を
つ
け
る
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
窓
ガ
ラ
ス
は
、
飛
散
防

止
に
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な
ど
の
対
策

が
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆
地
震
発
生
時
は
落
ち
着
い
て
行
動
を

　

地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
姿
勢

許

　

市
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
・

再
生
の
取
り
組
み
の
シ
ン
ボ
ル
と

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
最
新
情
報
を

　
  
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信

し
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
生
ま
れ
た
３
羽
を
７
月　
23

日
に
ソ
フ
ト
リ
リ
ー
ス
で
放
鳥
し
、

関
東
で
の
野
生
復
帰
の
取
り
組
み

が
３
年
間
の
試
験
放
鳥
の
形
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

３
羽
に
は
、
位
置
情
報
把
握
の

た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着
し
て
お
り
、

行
動
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
状
況
は
、
市
ホ

厚
い
運
動
靴
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
軍
手

が
安
全
で
す
。
車
は
使
わ
ず
、
非
常

持
出
袋
を
背
負
い
、
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
は
、
公
共
交

通
機
関
の
運
行
停
止
な
ど
で
、
勤
務

先
や
学
校
な
ど
か
ら
の
帰
宅
が
困
難

な
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

発
生
直
後
は
火
災
や
建
物
か
ら
の

落
下
物
な
ど
に
よ
る
負
傷
の
危
険
が

高
く
、
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
す
る
人

た
ち
が
救
助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
む
や
み
に
移
動
を
開
始

せ
ず
、
安
全
な
場
所
に
と
ど
ま
り
、

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
家
族

の
安
否
確
認
や
、
交
通
・
被
害
情
報

な
ど
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
の
ほ
か
、
職

場
な
ど
で
は
歩
き
や
す
い
靴
や
懐
中

電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水
、
食
料
な
ど

を
用
意
し
て
お
く
と
、
災
害
時
の
備

え
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
帰
宅
経
路
上
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
位
置
も
確
認
し
、
日
ご
ろ
か
ら

災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
の
自
主
防
災
組
織

　

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神・

淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
家
屋

の
下
敷
き
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
犠

牲
者
が
出
た
一
方
で
、
地
域
住
民
の

方
々
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
で
延
焼

を
食
い
止
め
、
建
物
か
ら
逃
げ
遅
れ

た
方
々
を
救
出
す
る
な
ど
、
自
主
的

な
救
助
・
防
災
活
動
が
、
被
害
の
拡

大
を
防
ぐ
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、市
は
、地
域
ぐ
る
み
で
防

災
活
動
を
行
う「
自
主
防
災
組
織
」の

設
立
を
自
治
会
な
ど
に
呼
び
か
け
、現

在
、全
世
帯
の
約
半
数
が
組
織
に
加
入

し
、日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
災
訓
練
な

ど
の
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
協
力
し
て
行
動
で
き
る
よ

う
自
発
的
に
防
災
活
動
に
参
加
し
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

要
支
援
者
の
名
簿
を
作
成

　

市
は
、
災
害
発
生
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
避
難
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た

め
、「
野
田
市
避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

住
所
・
氏
名
な
ど
の
情
報
を
自
主

防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
の
避
難
支

援
等
関
係
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
同

意
い
た
だ
い
た
要
支
援
者
（
約
７
千

　

人
）
の
名
簿
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ

400れ
の
関
係
者
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
方
に
は
、
名
簿
を
活
用

し
て
平
常
時
の
声
か
け
や
見
守
り
、

災
害
時
に
は
情
報
伝
達
、安
否
確
認
、

避
難
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
は
、
要
支

援
者
ご
と
に
個
別
計
画
を
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
安
全
の
確
保
に
十
分
配

慮
し
て
、
誰
が
支
援
し
て
ど
こ
の
避

難
場
所
に
避
難
さ
せ
る
の
か
、
地
域

ぐ
る
み
で
避
難
支
援
体
制
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
要
支
援
者
名
簿
は
、
市
で

新
た
に
把
握
す
る
対
象
者
に
名
簿
登

載
の
意
向
確
認
を
行
い
、
年
３
回
更

新
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
防
災
は
防
災
安
全
課
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
こ
と
は
高
齢

者
支
援
課

事前に避難所・経路の確認事前に避難所・経路の確認をを

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
市
公
式
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ「
野
田
市
広
報
」

な
ど
で
も
お
伝
え
し
ま
す
。

※「
野
田
市
広
報
」の
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ

る
リ
ン
ク
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

ま
た
、
今
回
、
放
鳥
し
た
３
羽

が
自
分
で
餌
を
と
る
の
が
確
認
で

き
た
た
め
、
８
月
７
日
に
「
こ
う

の
と
り
の
里
」
の
大
ケ
ー
ジ
の
天

井
部
分
の
ネ
ッ
ト
を
閉
め
、
親
鳥

の
コ
ウ
く
ん
・
コ
ウ
ち
ゃ
ん
を
戻

し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち

づ
く
り
課

放鳥した３羽の情報などを随時発放鳥した３羽の情報などを随時発信信



距

　

家
族
や
友
人
、
隣
人
な
ど
が
突
然

倒
れ
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た

人
に
よ
る
救
命
処
置
が
大
切
で
す
。

　

心
肺
停
止
の
時
間
が
長
い
ほ
ど
命

を
救
え
る
可
能
性
は
急
激
に
低
下
し
、

ま
た
救
命
で
き
た
と
し
て
も
重
い
後

遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
も

再
度
、 
Ａ  
Ｅ 
エ
ー 
イ
ー 

Ｄ （
心
臓
救
命
装
置
）に

デ
ィ
ー

万
一
の
心
臓
停
止
に
備
え

 　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
確
認
を

よ
る
心
肺
蘇
生
法
の
手
順
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
民
の
方
が
心
機
能
停
止

状
態
に
陥
っ
た
場
合
に
備
え
、
市
役

所
や
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
総
合
公
園

体
育
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、各
公
民
館
、

各
小
・
中
学
校
、
各
消
防
署
な
ど　
82

施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４ 

０
１
１
９

－

　肩を叩きながら声を掛け、反応がなけ
れば意識がないと判断する

　大きな声で助けを呼び、１１９番通報と
AEDがあれば持って来るよう依頼する

　胸と腹部の動きを見て普段通りの呼吸
か確認し、胸と腹部が動いてなければ「呼
吸なし」と判断する（今にも止まりそうな
呼吸、しゃくりあげるような呼吸は「呼吸な
し」と判断する）

 
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　すぐに胸骨圧迫を３０回行う（押す速さ
は１分間に１００回以上）

　胸骨圧迫後、人工呼吸を２回行う。首を
後ろにそらし気道確保し、約１秒かけ胸の
上がりが見える程度２回息を吹き入れる

　AEDが到着したら電源を入れ、電極パ
ッドに描かれている絵の通り、直接肌に
しっかりと貼る（就学児以上には、成人
用パッドを使用）

　AEDが自動で心電図解析するので傷病
者から離れる。AEDが電気ショックを必
要と判断すると充電が始まり完了後にショ
ックボタンが点滅する　

　誰も傷病者に触れてないことを確認し、
点滅するショックボタンを押す。以後AED
の音声メッセージに従う　

　救急隊が到着するまで、または傷病者
に呼吸が戻るまで心肺蘇生を続ける

↓

１意識を確１意識を確認認

②助けを呼②助けを呼ぶぶ

③呼吸の確③呼吸の確認認

④胸骨圧④胸骨圧迫迫

⑤人工呼⑤人工呼吸吸

⑥ＡＥＤを準⑥ＡＥＤを準備備

⑦ＡＥＤが自動判⑦ＡＥＤが自動判定定

⑧ショックボタンを押⑧ショックボタンを押すす

↓↓

↓
↓

↓
⑨胸骨圧⑨胸骨圧迫迫と人工呼吸と人工呼吸をを
繰り返　繰り返すす

究
室
に
「
生

物
多
様
性
に

特
化
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
」

を
依
頼
し
ま

し
た
。

　

市
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
市
の
自
然
や
生
物
多
様

性
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

法
政
大
学
社
会
学
部
藤
代
裕
之
研

　

８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
、
同

研
究
室
と
学
生
が
「
野
田
市
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
究
室
」
を

市
役
所
秘
書
広
報
課
内
に
設
置
し
、

４
日
間
に
わ
た
り
市
内
外
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
や
野
田
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
な
ど

し
、Ｐ
Ｒ
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
後
成
果
を
ま
と
め
、
市
に
提

案
が
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

大
学
生
の
柔
軟
な
発
想
力
で

　
　
          　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

法政大学の学生が市内外で活法政大学の学生が市内外で活動動



鋸

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の

　
　
　
　
　
　
  
委
員
３
人
を
公
募

　

市
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る

際
に
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
計

画
や
条
例
に
反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
在
、
策
定
作
業
を
進
め

て
い
る
左
表
の「
野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
行
計
画
」や「
野
田
市
教
育

大
綱
」
な
ど
、
３
つ
の
計
画
の
素
案

に
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

「
野
田
市
食
育
推
進
計
画
」
は
、

市
民
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し
、
子

ど
も
た
ち
が
正
し
い
食
生
活
の
知
識

を
身
に
付
け
、
食
の
大
切
さ
を
認
識

で
き
る
よ
う
に
地
域
全
体
で
食
育
の

推
進
を
目
指
し
た
施
策
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

「
野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
計
画
の
変
更
」
は
、
上
限
額
以
内

で
の
継
続
的
な
運
行
の
実
現
の
た
め
、

利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
つ
つ
、

見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、

野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検
討
専

門
委
員
会
議
で
の
検
討
を
経
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　

「
野
田
市
教
育
大
綱
」
は
、「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
平
成　

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
地

27

域
の
実
情
に
応
じ
、
教
育
や
学
術
、

文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施

策
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
野
田

市
の
教
育
行
政
の
総
合
的
な
施
策
の

大
綱
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

各
案
件
の
閲
覧
は　
　
 

公
民
館
や
図
書
館
で
も

　

各
素
案
は
、
各
担
当
課
窓
口
（
保

健
セ
ン
タ
ー
担
当
分
は
関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
含
む
）
や
市
役
所
・
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、

各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
は
、
所
定
の
用
紙
か

任
意
の
書
式
を
直
接
持
参
（
上
・
醤
・

□祝
 

を
除
く
）
す
る
か
、
閲
覧
場
所
の

意
見
投
函
箱
に
投
函
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
す
る
ほ
か
、
フ
ァ

ク
ス
、
郵
送
（
最
終
日
の
消
印
有

効
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
案
件

名
と
素
案
に
対
す
る
意
見
、
住
所
・

氏
名
か
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場

合
は
、
所
在
地
・
団
体
名
・
代
表
者

氏
名
を
明
記
し
、
〒　
 

８
５
５
０

278

野
田
市
役
所
（
野
田
市
食
育
推
進
計

画
は
〒　
 

０
０
０
３
鶴
奉
７ 

４

278

野
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個

人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

－

－

－

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
に

直
接
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平

成　

年
に
策
定
し
た
「
審
議
会
等
へ

24
の
公
募
委
員
の
導
入
に
関
す
る
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
現
在
、
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
の
委
員
３
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。　

　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
は
、

　

年
に
策
定
さ
れ
た
ご
み
排
出
量
の

24削
減
を
目
標
と
す
る
「
野
田
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
ご
み
編
）」

の
進
行
管
理
を
、
迅
速
・
適
切
に
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
の
排
出
抑
制
や
、ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
ご
み
処
理
シ

ス
テ
ム
の
整
備
・
拡
充
、
環
境
保
全

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
「
ご
み
減

量
に
対
す
る
市
民
の
責
任
と
役
割
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
論
文

（　

字
以
内
）
を
添
え
て
、
募
集
期

800
間
最
終
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

送
か
直
接
持
参
（
土
・
日
は
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
応
募
可

　

な
お
、
申
込
書
な
ど
の
受
付
後
、

面
接
を
行
い
、
選
考
結
果
は
、
応
募

さ
れ
た
方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

意
識
の
普
及
啓
発
を
重
点
施
策
と
し

て
諮
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

募
集
案
内
の
内
容
を
確
認
の
上
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
清
掃
計
画

課
窓
口
、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
募
集
期
間
】
９
月　

日
水
ま
で

16

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
＝
①
９
月　

日
現
在
、　

歳
以

16

20

上
で
選
挙
権
を
有
し
、
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
て
い
る
、
②
公
募
に
よ

り
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

に
就
い
て
い
な
い
、
③
市
の
議
員
・

常
勤
職
員
で
な
い
、
④
平
日
の
会
議

に
参
加
で
き
る

■募集案件

案
件
名

野
田
市
食
育
推
進
計
画
素
案

野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
計
画
の
変
更
の
素
案

野
田
市
教
育
大
綱
素
案

募
集
期
間

９
月　

日
水
ま
で

１６

９
月
７
日
月
～

     　

月
６
日
火

１０
９
月
９
日
水
～

     　

月
８
日
木

１０

担
当
課

保
健
セ
ン
タ
ー

思
７
１
２
５
・
１
０
０
１

企
画
調
整
課

思
７
１
２
２
・
１
５
５
７

教
育
総
務
課

思
７
１
２
２
・
１
５
８
１

　　　　　　
食
育
・
ま
め
バ

食
育
・
ま
め
バ
スス
のの
計
画
計
画
とと

　
　
　
　

教
育
大

教
育
大
綱綱
のの
素
案
素
案
にに
ご
意
見

ご
意
見
をを

ごみ排出量の削減を目指しごみ排出量の削減を目指してて



漁

出
生
の
年
月
、
就
業
状
態
な
ど
全
部

で　

項
目
で
す
。
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な
お
、
今
回
の
調
査
よ
り
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
回
答
で

き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
初
め
て
導

入
さ
れ
、
紙
の
調
査
票
の
配
布
に
先

行
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
を

受
け
付
け
ま
す
。

国
が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪
問

　

９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
証
と
腕

章
を
身
に
着
け
た
調
査
員
（
市
町
村

長
の
推
薦
で
総
務
大
臣
が
任
命
す
る

非
常
勤
の
国
家
公
務
員
）
が
各
世
帯

を
訪
問
し
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

の
利
用
案
内
封
筒
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
の
利
用
者
情
報
（
オ
ン
ラ

イ
ン
回
答
用
Ｉ
Ｄ
）」、「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
の
操
作
ガ
イ
ド
」
の
３
つ

を
配
布
し
ま
す
。不
在
の
場
合
に
は
、

郵
便
受
け
に
投
函
し
ま
す
。

　

回
答
は
９
月　

日
障
か
ら　

日
醤

10

20

ま
で
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、　

時
間

24

い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
が

　

国
勢
調
査
は
、
行
政
・
研
究
・
教

育
・
経
済
な
ど
の
各
分
野
で
利
用
さ

れ
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
国
の

最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て

い
て
、今
年
が
調
査
の
年
に
当
た
り
、

　

月
１
日
障
午
前
零
時
現
在
を
基
準

10日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
籍
に
関
係
な
く
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方
が
調
査
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
外
国
人
の

方
に
も
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
項
目
は
男
女
の
別
、
国
籍
、

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
を

　

各
世
帯
を
訪
問
す
る
調
査
員
は
必

ず
調
査
員
証
と
腕
章
を
身
に
着
け
て

い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
わ
れ
た
場

合
に
は
、「
国
勢
調
査
実
施
本
部
」
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

正
し
い
統
計
を
得
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
正
確
な
回
答
が
必
要

で
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】国
勢
調
査
実
施
本
部（
行

政
管
理
課
内
）　　

な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
従
来
ど
お
り

紙
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
提
出
は
、

調
査
員
に
直
接
渡
す
方
法
（
封
筒
へ

の
封
入
は
任
意
）
と
、
郵
送
で
提
出

す
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

お
住
ま
い
の
場
所
で
回
答
を

　

国
勢
調
査
は
、
生
活
の
実
態
に
即

し
た
統
計
を
得
る
た
め
、住
民
登
録
の

有
無
に
関
係
な
く
、
実
際
に
お
住
ま

い
の
場
所
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
で

　
　
　
　

効
率
化
と
利
便
性
の
向
上

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
民
一
人
一

人
に
１
つ
付
番
さ
れ
る　

桁
の
番
号

12

で
す
。
法
人
に
は
、一
法
人
に
１
つ
、

　

桁
の
法
人
番
号
が
付
番
さ
れ
ま
す
。

13
　

市
民
が
行
政
手
続
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
必
要
な
添
付
書
類
が
省
略
で

き
る
な
ど
、利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
の
事
務
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
照
合
や
入
力
な
ど
に

必
要
だ
っ
た
時
間
や
労
力
が
削
減
さ

れ
効
率
化
で
き
る
と
と
も
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を
把
握
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
や
市
な
ど
の
各
機
関

で
管
理
す
る
個
人
情
報
が
同
一
人
物

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
や
す

く
な
り
、
分
散
し
て
い
る
情
報
を
正

確
で
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

◆
利
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成　

年　

月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン

27

10

バ
ー
を
記
載
し
た
通
知
カ
ー
ド
を
、

住
民
票
の
住
所
に
送
付
し
ま
す
。

　

行
政
手
続
で
の
利
用
は
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
分
野
の
法
律
で

定
め
ら
れ
た
範
囲
に
限
り
、　

年
１

28

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

た
方
は
、
同
封
の
申
請
書
を
郵
送
す

る
こ
と
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
顔
写

真
付
き
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
に
あ

た
り
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
な

ど
で
住
民
票
の
住
所
地
以
外
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
９
月　

日
鞘
ま
で
に

25

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
居
所
情

報
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
制
度
の
問
合
せ
は
、
国
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
日
本
語
対
応
☎
０
５
７
０（　

）
２０

０
１
７
８
・
外
国
語
対
応
☎
０
５
７
０

（　

）０
２
９
１
（
い
ず
れ
も
平
日
９
時

２０
　

分
～　

時　

分
）
へ

３０

１７

３０

【
問
合
せ
】
制
度
の
こ
と
は
行
政
管

理
課
、
通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
こ
と
は
市
民
課

１０月から

オンラインＩＤの配布から入力までの流れ

９月１０日木～１２日土
　調査員が３つの書類を配布します。

入 
力

配 
布

９月１０日木～２０日日
　１０月１日の状況をオンラインでご
記入ください。　

　国勢調査オンラインへのアク
セス方法は、①インターネット
アドレスからアクセスする方
法、②ＱＲコードからアクセス
する方法があります。
　詳しくは調査員から配布され
る「インターネット回答の操作
ガイド」をご覧ください。

 
国
勢
調
査
で

　
　

日
本
の
実
態
を
明
ら
か
に

　
　
　
 
～
今
回
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
導
入

～
今
回
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
導
入
～～



戸
籍
事
務
を
電
算
化
し

　
　
　
　
　
窓
口
の
待
ち
時
間
を
短
縮

　

市
は
、
９
月　

日
月
か
ら
、
戸
籍

21

事
務
の
電
算
化
を
行
い
ま
す
。

　

戸
籍
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

管
理
し
、
各
種
戸
籍
の
届
け
出
や
証

謄
抄
本
の
名
称
や
用
紙
の
大
き
さ
な

ど
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
籍
地
の
地
番
の
表
示
に

「
の
」が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、「
の
」

を
削
除
し
た
表
記
に
な
り
ま
す
。

※
例
え
ば
、「
鶴
奉
７
番
地
の
１
」
は

「
鶴
奉
７
番
地
１
」
と
い
う
表
記
に
な

り
ま
す

電
算
化
前
の
戸
籍
や 

附
票
の
請
求　
　
　

　

平
成　

年
９
月　

日
以
前
に
婚
姻

27

20

や
死
亡
な
ど
で
戸
籍
か
ら
除
か
れ
た

方
は
、
電
算
化
後
の
戸
籍
に
は
記
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
電
算
化
前
の
戸
籍
が

必
要
な
場
合
は
、「
平
成
改
製
原
戸 

籍
」
の
謄
抄
本
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い（
１
通　

円
）。

750

　

ま
た
、
住
所
の
履
歴
が
記
録
さ
れ

て
い
る
戸
籍
の
附
票
も
電
算
化
し
ま

す
が
、
現
在
以
降
の
住
所
を
記
録
し

ま
す
。電
算
化
前
の
住
所
の
履
歴
は
、

「
平
成
改
製
原
附
票
」
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い（
１
通　

円
）。

300

　

な
お
、
平
成
改
製
原
附
票
は
、　
32

年
９
月　

日
ま
で
の
５
年
保
存
と
な

20

り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

禦

■電算化で変更になるもの
変更後変更前

戸籍全部事項証明書戸籍謄本
名称

戸籍個人事項証明書戸籍抄本
Ａ４判偽造防止用紙Ｂ４、Ｂ５判白紙用紙
横書き、算用数字、箇
条書き縦書き、漢数字、文章体様式

黒色電子印朱肉印公印

■電算化前後の戸籍のイメージ

明
書
の
発
行
な
ど
に
要
す
る

時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

窓
口
で
の
証
明
書
交
付
な

ど
の
取
り
扱
い
は
、
９
月　
24

日
木
か
ら
で
す
。

謄
抄
本
の
名
称
や　
 

用
紙
・
様
式
を
変
更

　

電
算
化
に
伴
い
、
戸
籍
の

電算化前 電算化後

虞

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

９
月
の
第
３
月
曜
日
は
、「
敬
老
の

日
」
で
す
。

　

敬
老
の
日
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
に

尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
功
績
を
た
た
え
敬
愛
す
る
と
と

も
に
、
長
寿
を
祝
い
な
が
ら
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
平
和
で
明
る
い
社
会

計（人）女（人）男（人）年齢（歳）
431１０４
550１０３
871１０２
１１92１０１
２１１６5１００
３０２６4９９
４７３６１１９８
５８５１7９７
７３５９１４９６
１０１７６２５９５
１６６１３４３２９４
２０４１６８３６９３
２３９１９２４７９２
２７１１９７７４９１
３５２２５２１００９０
１,５９０１,２３１３５９計

■９０歳以上の年齢別一覧

※年齢は９月１日現在の満年齢
※人数は８月１日現在の野田市の住民基
　本台帳に基づく

を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
個
人
の
氏

名
は
掲
載
せ
ず
、
市
内
に
お
住
い
の　
９０

歳
以
上
の
方
の
人
数
の
み
を
掲
載
し
て

い
ま
す

【
問
合
せ
】
高
齢
者
支
援
課

長
寿
を
祝
い

　
　
　
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を

氏
・
名
を
対
応
す
る 

文
字
に
置
き
換
え　

　

電
算
化
後
の
戸
籍
の
氏
や
名
の

文
字
は
「
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢

字
等
」
の
漢
和
辞
典
な
ど
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
文
字
で
記
載
し
ま
す
。

　

電
算
化
前
の
戸
籍
に
電
算
化
後

に
使
用
で
き
な
い
文
字
で
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
対
応
す
る
文

字
に
置
き
換
え
て
登
録
し
ま
す
。

　

文
字
が
変
更
と
な
っ
た
方
は
、

同
時
に
住
民
票
の
文
字
も
変
更
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
表
記
上
の

違
い
で
あ
り
、
戸
籍
や
住
民
登
録

が
別
の
字
に
置
き
換
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
戸
籍
と
住
民
票

の
文
字
表
記
が
変
わ
る
だ
け
で
す

の
で
、
印
鑑
登
録
の
変
更
な
ど
は

不
要
で
す
。

　

な
お
、
住
民
票
な
ど
の
文
字
が

変
更
と
な
る
方
に
は
、
８
月
下
旬

に
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
し
た
。



魚

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が

　
　
　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
可
能
に

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
ヤ
フ
ー
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

公
金
支
払
い
」
を
利
用
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
開
始
日
】　

月
１
日
木
正

10

午
か
ら

【
対
象
者
】
口
径　

ミ
リ
、　

ミ
リ
、

13

20

　

ミ
リ
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、

25水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の
１
回

の
合
計
請
求
額
が　

万
円
以
下
の
方

10

と
、
下
水
道
使
用
料
の
み
で
１
回
の

請
求
額
が　

万
円
以
下
の
方

10

【
支
払
方
法
】
継
続
払
い

※
口
座
振
替
と
同
様
に
、
１
回
登
録
す

る
と
継
続
的
に
支
払
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

【
手
数
料
】
無
料

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
費
用
は
、

利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す

【
使
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
】

左
図
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
が
入
っ
て

い
る
カ
ー
ド

【
申
込
方
法
】
①
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

公
金
支
払
い
」
サ
イ
ト
（
パ
ソ
コ
ン

か
ら
はhttp://koukin.yahoo.

 
                    

co.j

    p  
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
はhttp://koukin.m
obi

 
              
    

le.yahoo.co.j

             p  
）
に
ア
ク
セ
ス
（
バ

ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
の
あ
る
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
と
、
ア
ド
レ
ス
を
入
力
す
る
手
間

が
省
け
ま
す
）、
②
「
水
道
料
金
」
か

ら「
千
葉
県
野
田
市
」を
選
択
、③「
お

客
様
番
号
」
と
「
確
認
コ
ー
ド
」
を

入
力
、
④
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
支
払

情
報
を
入
力
、
⑤
内
容
を
確
認
し
、

間
違
い
が
な
け
れ
ば
「
確
認
し
て
申

し
込
む
」
ボ
タ
ン
を
押
す

※
「
お
客
様
番
号
」
と
「
確
認
コ
ー
ド
」

■使用できるカードの種類

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

は
、　

月
以
降
の
検
針
で
発
行
す
る 

１０

「
使
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」

で
確
認
で
き
ま
す

※
検
針
前
に
「
確
認
コ
ー
ド
」
を
知
り

た
い
方
は
、　

月
１
日
木
以
降
に
、
水

１０

道
部
か
水
道
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
水
道
部
業
務
課
☎
７
１

２
４ 

５
１
４
５
（
音
声
案
内
で
４

を
選
択
）、水
道
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
２ 

５
９
５
９
（
平
日
８

時　

分
～　

時
）

30

20

－

－

■インターネット接続用ＱＲコード

　

市
は
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い　

歳
以
上

65

の
方
を
対
象
に
、
生
活
機
能
の
低
下

が
見
受
け
ら
れ
る
方
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
介
護
予
防
の

た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
時
点
で
未
回
答
の
方
に
、

31

再
度
、
８
月
末
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が

届
い
た
方
は
、
質
問
事
項
に
回
答
の

上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
９
月
４

日
鞘
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
者
に
は
「
個
人
結
果

ア
ド
バ
イ
ス
表
」
を
送
付

　

回
答
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
後

日
、「
個
人
結
果
ア
ド
バ
イ
ス
表
」
を

送
付
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
同
封
し
た
文
書
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

健
康
な
方
も
回
答
い
た
だ
き
、
結

果
を
確
認
し
て
、
健
康
増
進
と
介
護

予
防
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
６
月
末
ま
で
に
回
答
を
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
８
月
中
旬
に

「
個
人
結
果
ア
ド
バ
イ
ス
表
」
を
送

付
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課

基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
回
答
し

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

パソコン用 スマートフォン、携帯電話用

９月４日金までに同封の封筒で返送９月４日金までに同封の封筒で返送をを

１０月１日から

ビザ

マスターカード

ジェイシービー

アメリカン
エクスプレス

ダイナースクラブ

以下のいずれかのロゴがあるクレジットカ
ードが使えます。



亨

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

紙上公共施設見学会
「中央子ども館」　

げ
る
「
凧
揚
げ
大
会
」
を
ほ
か
の
子

ど
も
館
と
合
同
で
利
根
川
沿
い
の
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
館
は
、
毎
日
（
年
末
年
始

を
除
く
）
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
時
間
は
９
時
か
ら　

時　

分

17

30

ま
で
で
す
。

　

毎
年
７
月
に
開
催
す
る
「
デ
イ
キ

ャ
ン
プ
」
で
は
、
年
齢
の
違
う
子
ど

も
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
食
事

を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
や
工
作
を
し
た

り
し
て
楽
し
み
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、　

月
に
「
子
ど
も
館

10

ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
１
月
に
は
子

ど
も
た
ち
の
自
作
の 
凧 
を
大
空
に
揚

た
こ

　

中
央
子
ど
も
館
は
、
市
内
で
最
初

の「
児
童
館
」と
し
て
、昭
和　
（
１
９

52

７
７
）
年
に
開
館
し
、
同　
（
１
９
７

54

９
）
年
に
「
中
央
子
ど
も
館
」
に
改

称
し
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
室
内
用
す
べ
り
台
や

折
り
紙
、
塗
り
絵
、
卓
球
な
ど
の
遊

具
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、　

歳
ま
で

18

の
市
民
で
あ
れ
ば
、
事
前
申
込
み
な

し
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
ご
と
に
育
児
サ
ー
ク

ル
を
開
催
し
、
親
子
で
節
分
や
ク
リ

ス
マ
ス
な
ど
の
季
節
行
事
を
楽
し
め
、

子
育
て
中
の
親
同
士
の
交
流
の
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

至柏

部至春日部

中央子ども館

年齢に応じたおもちゃや絵本を用意

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

      　
　
　

ホ
ー
ル
の
熱
い
戦
い

18
自然豊かなコースではつらつとプレー

　

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
ひ
ば
り
コ
ー
ス
で

７
月　

日
に
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
ス
ル
ー
プ
レ
ー

31

の
ぺ
リ
ア
方
式
で
開
催
さ
れ
た
。

　

小
学
生
か
ら　

歳
の
方

92

ま
で　
人
が
出
場
。「
毎
年

311
参
加
す
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
、
今
後
も
続
け

て
参
加
し
た
い
」
と
の
声

も
聞
か
れ
、
河
川
敷
の
広

々
と
し
た
コ
ー
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
、
自
慢
の
腕
前

を
発
揮
し
て
い
た
。

市民訪問

　

千
葉
県
消
防
操
法
大
会
が
７
月　
25

日
に
千
葉
市
で
行
わ
れ
、
地
域
代
表

の
計　

団
体
が
出
場
す
る
中
、
東
葛

24

飾
地
区
代
表
の
野
田
市
消
防
団
第
５

分
団
が
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
で
、

市
初
の
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
５
人
一
組
で
ホ
ー
ス
を

延
長
し
て
放
水
し
、
標
的
を
倒
す
ま

で
の
正
確
な
動
作
や
所
要
時
間
を
競

う
も
の
で
、分
団
長
の
大
山
さ
ん
は
、

「
大
会
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
、
選

手
以
外
の
団
員
も
ビ
デ
オ
を
撮
っ
て

確
認
す
る
な
ど
、
一
致
団
結
し
て
大

会
に
備
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
機
敏

に
動
く
こ
と
が
で
き
、
最
高
の
出
来

で
し
た
」と
笑
顔
で
振
り
返
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
指
揮
を
と
っ
た
新
井
さ

ん
は
、「
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
自
然
体
で
取
り
組
め
ま
し

た
」
と
語
り
、「
ふ
だ
ん
は
各
自
の
仕

事
が
終
わ
っ
た
夜
に
集
ま
っ
て
訓
練

や
巡
回
、
機
械
の
点
検
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
優
勝
で
き
た
操
法
も

実
際
の
火
災
が
起
き
た
と
き
に
生
か

せ
る
こ
と
が
大
切
で
、
地
域
の
た
め

に
も
新
し
い
方
に
ぜ
ひ
団
員
に
な
っ

て
も
ら
い
、
技
術
を
継
承
し
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

“
自
然
体
”で
つ
か
ん
だ
最
優
秀
賞

（
上
段
右
か
ら
）

部
長
・　

木
村 
卓
也
さ
ん

１
番
員
・
香
川 
泰
一
さ
ん

指
揮
者
・
新
井 
貴
之
さ
ん

分
団
長
・
大
山 
和
重
さ
ん

野
田
市
消
防
団
第
５
分
団（
中
野
台
・
中
野
台
鹿
島
町
地
区
）

（
下
段
右
か
ら
）

３
番
員
・
野
崎 
雄
輝
さ
ん

２
番
員
・
鈴
木 
亮
太
さ
ん

４
番
員
・
厚
川 
直
樹
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

　
　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験

身近にみられる動植物の役割に驚きの声も

　

市
役
所
に
隣
接
す
る
中
央
の 
杜 
で
、
７
月　

日
に

も
り

31

野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
「
夏
休
み
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
」
が
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
９
人
が
集
ま
っ
た
。

　

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
昆

虫
や
植
物
を
観
察
。講
師
を

務
め
た
自
然
科
学
ラ
イ
タ

ー
で
な
か
よ
し
自
然
隊
の

岩
槻
秀
明
さ
ん
は
、「
壊
れ

た
自
然
を
戻
す
の
は
大
変
。

こ
う
し
て
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
」と
話
し
た
。
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嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

※
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
古
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　

写
真
は
、
野
田
尋
常
小

学
校
（
現
在
の
中
央
小
学

校
）
の
新
校
舎
（
七
年
館
）

落
成
を
記
念
し
て
、
昭
和

７
（
１
９
３
２
）
年
７
月

に
作
ら
れ
た
写
真
帳
に
収

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

当
時
の
新
校
舎
だ
っ
た

七
年
館
は
、
落
成
か
ら　
80

年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
、

生
徒
た
ち
の
学
び 
舎 
と
し

や

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
帳
は
、
学
生
や
関

係
者
に
配
布
さ
れ
た
も
の

を
、
提
供
者
の
中
山
さ
ん

の
父
親
が
受
け
取
っ
た
も

の
で
す
。

　
「
撮
影
さ
れ
た
時
期
は
ち

ょ
う
ど
服
装
の
過
渡
期
で
、

学
生
に
は 
袴 
姿
や
洋
服
の

は
か
ま

学
生
服
の
両
方
が
見
ら
れ

ま
す
」と
話
す
中
山
さ
ん
。

　

ま
た
、「
写
真
帳
に
は
、先

生
方
の
写
真
も
あ
り
ま
す
。

当
時
私
は
ま
だ
入
学
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
後
、
私
も
お
世
話
に
な

る
先
生
が
何
人
も
写
っ
て

い
ま
す
」
と
懐
か
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
生
に
見
る

　
　
　
　

制
服
の
変
遷写真提供＝中山富美子さん（清水）

市所有以外の貴重な史料も展示

　

市
は
、
鈴
木
貫
太
郎
翁
の
偉
業
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
戦
後　

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
鈴

70

木
貫
太
郎
記
念
館
で
特
別
展
を
８
月
４
日
か
ら　

日
16

ま
で
開
催
し
た
。

　

期
間
中
は
、
貫
太
郎
翁

が 
揮  
毫 
し
た 
扁  
額 
や
掛
軸
、

き 
ご
う 

へ
ん 
が
く

皇
室
か
ら
贈
ら
れ
た
花
瓶

な
ど
を
特
別
に
展
示
。

　

終
戦
に
ま
つ
わ
る
品
々

を
見
て
「
常
に
平
和
へ
の

思
い
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
」と
話
す
人
も
い
た
。

戦
後　

周
年
に

７０

 　
 　
　

平
和
へ
の
思
い
を
再
び

ゴーヤのオイスターソース炒め

①ゴーヤは半分にして種とワタをスプーンで取り、
薄切りにしてゆでる②トマトを湯むきし、一口大に
切る③ボウルに卵、砂糖、塩をいれ混ぜ、フライパ
ンでふんわりしたいり卵にし、取り出す④フライパ
ンで一口大に切ったベーコンとモヤシを炒める⑤
④に①②❸と調味料を入れて混ぜる⑥塩・コショウ
で味を整え、ゴマ油で香り付けしたら出来上がり。
※ビタミンとタンパク質が豊富な栄養満点の一皿。
夏バテ解消に最適です。
《材料》４人前：ゴーヤ１本、トマト１個、卵３個、砂糖小さじ
１、塩少々、薄切りベーコン８０グラム、モヤシ１５０グラム、調
味料（オイスターソース、老酒、白だしつゆ各大さじ１、ショ
ウガの絞り汁少々）、塩・コショウ適量、ゴマ油大さじ1/2

藤村節子さん（清水）

災害に備える（１１）
洪水ハザードマップ

し
、早
め
の
避
難
準
備
が
必
要
で
す
。

　

市
が
、防
災
行
政
無
線
や
野
田
市
安

全
安
心
メ
ー
ル「
ま
め
メ
ー
ル
」、広
報
車

な
ど
で
避
難
情
報
を
発
令
し
た
ら
、近
所

で
情
報
を
共
有
し
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
浸
水
が
始
ま
っ
た
場
合
の

移
動
は
危
険
な
た
め
、
家
屋
の
２
階

な
ど
へ
の
避
難
が
有
効
で
す
。

　

三
方
を
河
川
で
囲
ま
れ
た
市
は
、洪

水
に
備
え
、平
成　

年
に「
洪
水
ハ
ザ

19

ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
避
難
地
図
）」を

作
成
し
、各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
　

年
に
１
度
の
確
率
で
起
こ
る
大

200
雨
で
堤
防
が
壊
れ
た
場
合
の
洪
水
を

想
定
し
た
も
の
で
、利
根
川
７
か
所
、

江
戸
川
９
か
所
、利
根
運
河
６
か
所
で

堤
防
が
個
々
に
決
壊
し
た
場
合
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

洪
水
発
生
時
に
浸
水
す
る
可
能
性

の
あ
る
範
囲
を
浸
水
の
深
さ
ご
と
に

色
分
け
し
て
表
示
し
、浸
水
深
が
０
・

５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
区
域
は
避
難
が
必

要
と
な
る
た
め
、福
祉
避
難
所
を
含
め

た
避
難
所
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

万
一
に
備
え
て
、洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
自
宅
が
避
難
の
必
要
な
区
域

か
ど
う
か
を
調
べ
、自
宅
か
ら
避
難
所

ま
で
の
経
路
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

最
新
版
は
、
市
役
所
や
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
・
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◆
洪
水
予
報
と
避
難
情
報
の
収
集
を

　

大
雨
が
降
っ
て
き
た
ら
、テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
気

象
庁
が
発
表
す
る
洪
水
予
報
を
収
集

冊子と避難地図がセットに
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距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　

市
役
所
で　

月　

日
上
に
開
催
す

10

17

る
「
野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」

で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

（
市
民
に
限
る
）と
、
ご
家
庭
で
不
用

と
な
っ
た
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
・
映
画
や

ア
ニ
メ
の
D
V
D
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

の
提
供
者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
日
時
・
場
所
】　

月　

日
上　

時

10

17

10

～　

時
・
杜
の
広
場

15
【
出
店
数
】　

区
画
（
抽
選
）

50

【
出
店
料
】　

円
（
保
険
料
な
ど
）

500

【
申
込
方
法
】
９
月　

日
障
当
日
消

17

印
有
効
で
、
は
が
き（
１
人
１
枚
・
重

複
申
込
は
失
格
）に
、住
所
、氏
名
、☎

を
明
記
し
、〒　
 
８
５
５
０
野
田
市

278

役
所
清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ア
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
係
へ

※
飲
食
品
販
売
、営
利
目
的
、未
成
年
者

の
み
の
出
店
は
不
可

◎
古
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
・
映
画
や
ア
ニ

メ
の
D
V
D
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
リ

サ
イ
ク
ル

　
「
古
本
市
」で
希
望
者
に
無
料
で
提

供
し
ま
す
。

【
回
収
期
間
・
場
所
】
９
月　

日
鞘

25

～　

月
８
日
障
に
市
役
所
、
北
・
南

10

－

■広告物の掲示ができない場所の例

屋
外
広
告
物
設
置
は
必
ず
許
可
を

　

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
な
ど
の

屋
外
広
告
物
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
は
、「
良
好
な
景
観

の
形
成
」と「
風
致
を
害
し
た
り
、公

衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
」す
る
た

め
、設
置
場
所
や
大
き
さ
な
ど
が
県

条
例
で
規
制
さ
れ
、掲
示
す
る
に
あ

た
り
、事
前
に
市
の
許
可
が
必
要
で

す
。屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合

は
必
ず
許
可
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
場
所
に
は
、
原
則
と
し
て
広

告
物
の
表
示
は
で
き
ま
せ
ん
／
道
路

標
識
・
電
柱
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
信

号
機
・
街
灯
柱
・
街
路
樹
・
ト
ン
ネ

ル
・
橋
・
郵
便
ポ
ス
ト
・
電
話
ボ
ッ

《
９
月　

日
は「
屋
外
広
告
の
日
」》

１０

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
欅
の
ホ

ー
ル
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
関
宿
・
二

川
・
木
間
ケ
瀬
の
各
公
民
館
で

【
注
意
事
項
】
①
百
科
事
典
や
週
刊

誌
な
ど
は
対
象
外
、
②
書
店
の
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
は
取
り
外
す
、
③
音
楽
Ｃ

Ｄ
な
ど
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る

※
多
量
の
場
合
は
、　

月
７
日
水
に
自

１０

宅
ま
で
取
り
に
伺
い
ま
す

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

ク
ス
・
道
路
路
面
・
道
路
分
離
帯
・
歩
道

橋
な
ど

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

毎年人気の古本毎年人気の古本市市

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トト
やや
古
本
市

古
本
市

　

市
は
、「
野
田
市
小
・
中
学
校
児
童
・

生
徒
自
然
科
学
作
品
展
」
を
市
役
所

で
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
自
然
科
学
の
論
文
や

工
夫
作
品
、昆
虫
の
標
本
な
ど
、各
学

校
の
代
表
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
５
日
上
、
６
日
醤
９

時
～　

時　

分
（
６
日
は　

時　

分

16

30

15

30

ま
で
）

【
場
所
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
問
合
せ
】
指
導
課

小
・
中
学
校
児
童

生
徒

 

自
然
科
学
作
品
展

自身の作品づくりの参考自身の作品づくりの参考ににもも

　

建
築
士
に
よ
る
、
昭
和　

年
５
月

56

　

日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

31を
対
象
と
し
た
耐
震
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
９
時
～
９
時　

分
に
は
木

45

造
耐
震
と
補
強
工
事
の
ミ
ニ
講
座
も

行
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月　

日
醤
９
時
～　

時

27

16

【
場
所
】
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

【
申
込
方
法
】
９
月
７
日
鉦
か
ら
電

話
で
都
市
計
画
課
建
築
指
導
担
当
へ

（
事
前
予
約
制
）

※
自
宅
の
写
真
や
、
建
築
確
認
一
式
を

持
参

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

わ
が
家
の
耐
震
相
談
会

　

育
児
休
業
任
期
付
職
員
登
録
選
考

試
験
を
行
い
ま
す
。

【
内
容
】
一
般
行
政
職
＝
５
人
程
度

【
受
験
申
込
書
の
配
布
・
請
求
】
９

月
４
日
金
ま
で
の
８
時　

分
～　

時

30

17

　

分（
土
日
は
除
く
）に
市
役
所
人
事

15課
、
関
宿
支
所
、
北
・
中
央
・
南
の

各
出
張
所
で
配
布
。
郵
送
に
よ
る
請

求
（　

円
切
手
を
貼
っ
た
角
形
２
号

120

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
）の
ほ
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
申
込
み
の
受
付
】９
月
４
日
金（
必

着
）ま
で
の
８
時　

分
～　

時　

分

30

17

15

（
土
日
は
除
く
）に
申
込
書
と
受
験
票

を
郵
送
か
直
接
人
事
課
へ

【
試
験
日
】　

月　

日
日

10

18

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
か
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
人
事
課

育
児
休
業
の
任
期
付
職
員
を
募
集



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

供

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月　

日
醤
か
ら　

日
上
ま
で
は
、

20

26

動
物
愛
護
週
間
で
す
。

　

捨
て
犬
や
捨
て
猫
な
ど
、
不
幸
な

犬
・
猫
を
な
く
す
た
め
に
（
公
社
）

千
葉
県
獣
医
師
会
と
（
公
財
）
千
葉

県
動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、
飼
い

犬
や
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
金
額
】
５
千
円
（
１
世
帯
１

頭
の
み
・
抽
選
）

【
対
象
】
県
獣
医
師
会
員
の
動
物
病

院
で
、
年
内
に
手
術
を
予
定
し
て
い

る
犬
や
猫

【
応
募
方
法
】
９
月　

日
醤
～　

日

20

26

上（
消
印
有
効
）に
県
獣
医
師
会
員
の

動
物
病
院
か
環
境
保
全
課
に
備
え
付

け
の
往
復
は
が
き
な
ど
で
申
し
込
む

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課
、
手
術
費

用
助
成
は（
公
社
）千
葉
県
獣
医
師
会

☎　
（　

）６
９
８
０

043
232

　
 
ペ
ッ
ト
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
を
助
成

平
成　
・　

年
度

２８
２９

 
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

重
度

心
身

 

障
が
い
者
の
医
療
費
助
成

　
　
　

８
月
診
療
分
か
ら
現
物
給
付
に

　

市
が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
の
請

負
な
ど
の
入
札
の
参
加
に
は
、
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。

　

平
成　

・　

年
度
の
入
札
参
加
資

28

29

格
審
査
申
請
の
手
続
き
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
ち
ば
電
子

調
達
シ
ス
テ
ム
」
の
電
子
申
請
で
受

付
を
行
い
ま
す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法
や
パ
ソ

コ
ン
の
環
境
設
定
な
ど
は
、
千
葉
県

電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.e-chib

a.org/

）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
環
境
が
な
い
方
は

管
財
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

な
お
、
市
へ
の
申
請
を
行
っ
た
場

合
は
、
あ
ら
た
め
て
水
道
事
業
へ
の

申
請
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
受
付
期
間
】
９
月　

日
鐘
～　

月

16

11

　

日
月　

時
必
着

16

17

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

　

市
内
の
産
業
を
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
産
業
祭
に
合
わ
せ
て
工
場
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

月　

日
土
、　

日
日

10

17

18

【
見
学
工
場
・
各
日
定
員
】
①
敷
島

製
パ
ン
パ
ス
コ
利
根
工
場
・　

人
、

120

②
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
野
田
工
場
・　
75

人
、
③
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知
り
し

ょ
う
ゆ
館
・　

人
。
い
ず
れ
も
抽
選

50

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
９
月　

日
金

25

必
着
で
往
復

は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・

☎
・
見
学
日
・

見
学
先
・
人

数
（
１
枚
で

４
人
ま
で
）
を
明
記
し
、
〒　
 

０

278

０
３
５
中
野
台　
 

１
産
業
祭
運
営

168

委
員
会
（
野
田
商
工
会
議
所
内
）
☎

７
１
２
２ 

３
５
８
５
へ

－

－

－

産
業
祭
で
市
内
工
場
を
見
学

商品の製造工程を学商品の製造工程を学ぶぶ

　

９
月　

日
は「
下
水
道
の
日
」で
す
。

10

　

下
水
道
に
ち
な
ん
だ
絵
画
や
ポ
ス

タ
ー
、
作
文
、
標
語
、
書
道
、
新
聞

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
小
・
中
学
生
（
標
語

は
ど
な
た
で
も
可
）

【
応
募
・
問
合
せ
】（
公
社
）日
本
下
水

道
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要
領
を

確
認
の
上
、　

月　

日
鞘
の
消
印
有
効

10

30

で
、〒　
 

０
０
７
４
千
代
田
区
九

102

段
南
４ 

８ 

９（
株
）日
本
水
道
新

聞
社
☎
○０３
 

３
２
６
４ 

６
７
２
４
へ

－
－

－

－

　

市
は
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

方
を
対
象
に
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
て
お
り
、８
月
診
療
分
か
ら
、

現
物
給
付
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
で
受
診
の
際
に
保
険

証
と
「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
助
成
受
給
券
」を
提
示
す
れ
ば
、

負
担
基
準
額
を
支
払
う
だ
け
で
受

診
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

負
担
基
準
額
は
、
通
院
１
回
・

入
院
１
日
当
た
り　
円（
調
剤
費
は

300

無
料
）で
す
。受
給
券
を
持
っ
て
い

な
い
方
は
、
障
が
い
者
支
援
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
や
市
民

税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
の
方
は
、

通
院
・
入
院
と
も
無
料
で
す

【
問
合
せ
】
障
が
い
者
支
援
課

　

市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
自

立
を
支
援
す
る
た
め
、「
就
業
支
援
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
」
と
「
就
職
準
備
セ

ミ
ナ
ー
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、「
ワ
ー
ド
」「
エ
ク

セ
ル
」
の
認
定
資
格
「
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

は
、
就
職
活
動
に
必
要
な
職
業
適
性

検
査
や
面
接
対
策
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】　

月
９
日
～
平
成

10

　

年
２
月　

日
の
毎
週
鍾
・
金　

時

28

26

18

～　

時
（
全　

回
）・
野
田
地
域
職
業

21

36

訓
練
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】　

人
（
抽
選
・
母
子
自
立

20

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
の
相
談

を
し
た
方
を
優
先
）

【
費
用
】
無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代
８
千　

円
と
受
験
料
１

２０８

万
９
千
円
は
自
己
負
担

【
申
込
方
法
】
９
月　

日
障
ま
で
に

24

児
童
家
庭
課
の
窓
口
へ

【
託
児
サ
ー
ビ
ス
】
講
座
開
催
日
の

　

時　

分
～　

時　

分
野
田
地
域
職

17

45

21

15

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で

※
事
前
申
込
み
制
で
生
後
６
か
月
～　
１０

歳
が
対
象
（
病
気
の
場
合
は
不
可
）

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

ひ
と
り
親
家
庭
対

ひ
と
り
親
家
庭
対
象象
にに

  　
パパ
ソソ
ココ
ンン

講

 

講
習習
会会
とと
就
職
準

就
職
準
備備
セ
ミ
ナ

セ
ミ
ナ
ーー



佐
江
衆
一
氏
（
作
家
）に
よ
る
「
私
た

ち
の
剣
と
禅
の
心
」。
先
着　

人
。
当

100

日
会
場
へ
。問
春
風
館
道
場
☎
７
１
２

５ 

１
２
１
２

◆
国
際
規
格
（
Ｉ
S
Ｏ
９
０
０
１
、

１
４
０
０
１
）改
定
解
説
・
対
応
セ
ミ

ナ
ー　
　

月
２
日
鞘
か
５
日
鉦
（
９

10

０
０
０
１
）、　

月
７
日
鐘
か
９
日
鞘

10

（
１
４
０
０
１
）
野
田
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
で
。
い
ず
れ
も　

時
～

10

　

時
。
各
先
着　

人
。
７
千
円
。
申

17

24

込
み
は
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
１ 

１
１
８
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
北
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト　

①
秋
で

す
！
親
子
で
楽
し
も
う
…
９
月　

日
、

14

　

日
、　

月
５
日
の
鉦　

時　

分
～
正

28

10

10

30

午
。
全
３
回
。
リ
ズ
ム
体
操
や
絵
本

－

－

◆
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
種

講
座　

①
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
…
９
月　

日
障
、　

24

25

日
鞘
、　

月
５
日
鉦　

時　

分
～　

10

13

30

15

時　

分
の
講
義
と
９
月　

日
鉦
～　

30

28

10

月
２
日
鞘
の
間
で
実
習
２
日
。
野
田

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）

な
ど
で
。
全
回
参
加
で
き
る
方
。　
24

日
、　

日
の
講
義
は
公
開
。
先
着　

25

35

人
。
②
健
康
講
演
会
…
９
月　

日
鉦

28

　

時
～　

時　

分
野
田
地
域
職
業
訓

15

16

30

◎
市
や
官
公
庁
な
ど
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）
な
ど

の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

の
読
み
聞
か
せ
方
な
ど
。
１
歳
～
３

歳
の
未
就
園
児
と
親
。
先
着　

組
。

20

②
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会
…
９

月　

日
鐘　

時　

分
か
ら
。
未
就
学

16

16

10

児
。
先
着　

人
。
い
ず
れ
も
北
コ
ミ

10

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
申
込
み
は
９
月

６
日
醤
か
ら
電
話
か
直
接
北
図
書
館

☎
７
１
２
９ 

８
８
１
１
へ

◆
お
し
ゃ
べ
り
ラ
ン
チ　

９
月　

日
１５

鍾　

時
～　

時
野
田
公
民
館
（
欅
の

10

13

ホ
ー
ル
内
）
で
。
赤
飯
や
精
進
揚
げ

作
り
。　

歳
以
上
。
先
着　

人
。　

65

15

400

円
。
申
込
み
は
９
月
７
日
鉦
～　

日
11

鞘
に
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
元
気
☎
７
１

３
７ 

９
５
２
１
へ

◆
本
の
福
袋　

９
月　

日
鐘
～　

日

16

30

鐘
９
時
～　

時（
醤
□祝
 

は　

時
ま
で
）

19

17

南
図
書
館
で
。テ
ー
マ
に
合
わ
せ
選
ん

だ
３
冊
を
袋
に
入
れ
貸
し
出
し（
な
く

－

－

練
セ
ン
タ
ー
で
。
田
中
利
和
氏
（
総

合
病
院
副
院
長
）
に
よ
る
「
職
場
に

お
け
る
腰
痛
発
生
の
防
止
」。先
着　
20

人
。
申
込
み
は
い
ず
れ
も
９
月
７
日

鉦
か
ら
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
２
４ 

８
１
５
５
へ

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル　

９
月

　

日
～　

月　

日
（　

月
２
日
、　

25

10

30

10

16

日
を
除
く
）
の
金　

時
～　

時
関
宿

19

21

総
合
公
園
体
育
館
で
。
全
４
回
。　
20

歳
以
上
。
千　

円
。
シ
ャ
ト
ル
代
は

540

別
途
。ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。申
込
み
は
電

話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１

家
族
１
通
）
で
〒　
 

０
２
２
５
平

270

井　

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１

401
９
８ 

８
５
０
０
へ

◆
春
風
会
武
道
講
演
会　

９
月　

日
27

醤　

時　

分
～　

時
市
民
会
館
で
。

13

30

15

－

－

－

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

講
座
・
講
演
会

◆
寺
子
屋
講
座　

９
月　

日
醤　

時

20

13

　

分
～　

時　

分
市
民
会
館
で
。
千

30

15

30

葉
県
生
涯
大
学
校
社
会
専
攻
課
程
平

成　

年
度
卒
業
テ
ー
マ
調
査
チ
ー
ム

25
に
よ
る「
日
光
東
往
還（
関
宿 
通 
ど
お
り 
多  
功 
た 
こ
う

 
道 
）を
た
ず
ね
て
」。
先
着　

人
。　

ど
う

20

500

円（
高
校
生
以
上
の
学
生　

円
）。
申

250

込
み
は
９
月
５
日
上
か
ら 

野
田
文

化
広
場
☎
７
１
２
４ 

６
８
５
１
へ

－

９月の
保育所園庭開放

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　保育所の子どもたちと遊び、親子
で保育体験ができます。育児相談も
あります。時間は１０時～１１時で当日
会場受付です。問合せは各保育所へ。

侠

電　　話開放日保育所名

☎７１２９-２００９２日水尾 崎

☎７１２４-２２２１３日木南 部

☎７１２２-５０５０８日火清 水

☎７１９８-３８２５８日火木間ケ瀬

☎７１３８-０５７７８日火福 田

☎７１２４-２２２４９日水乳 児

☎７１９６-１８８０９日水アスク古布内

☎７１２５-４６９７９日水北 部

☎７１２２-７１５８
１０日木

東 部
２４日木

☎７１２２-１７７０１５日火花 輪

　利根運河に隣接する江川地区は、大
規模な 谷  津  田 で、貴重な動植物が生息

や つ だ

しています。
　市は、平成18年に「自然環境保護
対策基本計画」を策定し、設立した
農業生産法人「株式会社野田自然共
生ファーム」とともに、約90ヘクタ
ールの区域でビオトープ（生物生息空

間）化を進めた結果、多くの生き物が
戻ってきたため、自然再生の取り組
みが定着するよう、24年からコウノ
トリの飼育をしています。
　また、同法人では「水田型市民農園」
を開園し、有機肥料・減農薬の昔なが
らの米づくりを行っています。
＜アクセス＞まめバス新南ルート「しら
さぎ通り入口」徒歩７分

江川地区の里山風景

自然豊かな市民農園には毎年多くの市民が参自然豊かな市民農園には毎年多くの市民が参加加

自然と共生する地域づくり



申
込
み
は
①
は
９
月
７
日
鉦
、
②
は

　

日
障
か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

10タ
ー
☎
７
１
２
１ 

３
０
３
１
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会　
　

月　

日
火
（
雨
天
時

10

20

　

日
鐘
か　

日
障
）
９
時
～　

時
。

21

22

16

　

歳
以
上
で
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
が
記

20入
で
き
る
方
。先
着　

人
。　

円
。
ク

224

500

ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
持
参
。

申
込
み
は
９
月
５

日
上
９
時
か
ら
直

接
同
公
園
体
育
館

窓
口
☎
７
１
９
８

 

８
５
０
０
へ

募
集
・
相
談

◆
介
護
支
援
専
門
員
（
非
常
勤
一
般

職
）　

鉦
～
鞘
の
９
時
～　

時
。介
護

17

支
援
専
門
員
有
資
格
者
。
要
普
通
免

許
。
有
給
休
暇
・
通
勤
手
当
・
健
康

保
険
な
ど
有
り
。時
給
千　

円
。問
介

334

－－

◆
日
本
産
業
の
近
代
化
・
光
と
影
を
た

ず
ね
て「
足
尾
銅
山
」　

９
月　

日
醤

27

８
時
市
役
所
玄
関
前
集
合
。外
国
人
と

の
交
流
を
楽
し
み
た
い
方
。　

人（
抽

25

選
）。５
千
円
。申
込
み
は
９
月　

日
金

11

必
着
で
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
☎
を
明
記
）
で
、〒　
 

８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課
内
野

田
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。
問

酒
井
☎
７
１
３
８ 

１
４
１
３

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ

ベ
ン
ト　

①
消
防
自
動
車
見
学
…
９

月　

日
鍾　

時　

分
文
化
セ
ン
タ
ー

29

10

15

駐
車
場
集
合
。　

時　

分
解
散
。
雨

11

30

天
決
行
。
平
成　

年
４
月
１
日
以
前

25

に
生
ま
れ
た
子
と
保
護
者
。
先
着　
20

組
。
②
親
子
で
楽
し
む
ロ
デ
ィ
ヨ
ガ

…　

月
１
日
障　

時
～　

時　

分
、

10

10

10

40

　

時　

分
～　

時　

分
東
部
公
民
館

10

50

11

30

で
。
乗
用
玩
具
を
使
用
。
３
歳
～
６

歳
の
子
と
保
護
者
。各
回
先
着
８
組
。

－

－

子
と
親
。６
組　

人（
抽
選
）。申
込
み

12

は
９
月　

日
鍾
必
着
で
往
復
は
が
き

15

（
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
）で
〒　
 278

８
５
５
０
野
田
市
役
所
児
童
家
庭
課

「
Ｊ
リ
ー
グ・チ
ケ
ッ
ト
希
望
」担
当
へ

◆
納
付
相
談　

９
月　

日
障
、　

日

10

11

鞘　

時
～　

時
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で
。

10

16

申
込
み
は
各
２
日
前
ま
で
に
柏
税
務

署
☎
７
１
４
６ 

２
３
２
１
へ

◆
食
事
相
談
会　

９
月　

日
障　

時

10

16

～　

時
中
根
保
育
所
で
。
管
理
栄
養

17
士
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳
食
な
ど
の

悩
み
に
対
応
。市
内
在
住
の
乳
幼
児
の

保
護
者
。当
日
会
場
受
付
。問
保
育
課

◆
原
子
力
損
害
賠
償
説
明
会
・
個
別

相
談
会　

①
説
明
会
…
９
月　

日
上

12

　

時
～　

時
。
住
居
確
保
に
か
か
る

10

12

費
用
に
つ
い
て
。
避
難
指
示
区
域
か

ら
避
難
し
て
い
る
方
。
②
個
別
相
談

会
…
９
月　

日
上　

時
～　

時
（
正

12

10

16

午
～　

時
休
憩
）。
弁
護
士
が
対
応
。

13

原
子
力
発
電
所
事
故
で
損
害
を
受
け

た
方
。
い
ず
れ
も
ア
ミ
ュ
ゼ
柏（
柏

市
）で
。申
込
み
は
事
前
に
原
子
力
損

害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
☎
０
１

２
０ 
　
 
　
（
９
時
～　

時
）へ

330

540

17

◆
補
聴
器
の
出
張
判
定　

９
月　

日
14

鉦　

時
～　

時
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。　

13

17

18

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
、聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
。

補
聴
器
の
作
製
相
談
。先
着
５
人
。申

込
み
は
事
前
に
障
が
い
者
支
援
課
へ －

－

－

－

医師会だより -------- 329

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

な
り
次
第
終
了
）。
直
接
会
場
へ
。
問

同
館
☎
７
１
２
５ 

７
９
８
１
へ

◆
野
田
公
民
館
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど　

①
歌
っ
て
健
康
！
歌
声
サ
ロ
ン
…
９

月　

日
上　

時
～　

時　

分
欅
の
ホ

19

14

15

30

ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
懐
か
し
い
歌

を
中
心
に
み
ん
な
で
歌
う
。千
円
。前

売
り
券
は
野
田
公
民
館
（
電
話
申
込

み
も
可
）、文
化
会
館
窓
口
で
発
売
中
。

②
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
ワ
ー
ド
入

門
」
…
９
月　

日
～　

月
２
日
の
鍾

25

10

鞘　

時
～
正
午
野
田
公
民
館（
欅
の

10
ホ
ー
ル
内
）で
。
全
３
回
。
マ
ウ
ス
操

作
と
文
字
入
力
の
で
き
る
方
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
以
上
。

20

　

人（
抽
選
）。　

円
。申
込
み
は
９
月　

23

500

15

日
鍾
必
着
で
往
復
は
が
き（
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）

か
直
接
返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒　
278

 

０
０
３
５
中
野
台　
 

１
野
田
公

168

民
館
☎
７
１
２
３ 

７
８
１
８
へ

－

－

－

－

護
保
険
課

◆
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
各
種

職
員　

①
谷
吉
子
ど
も
館
の
指
導
員

（
臨
時
職
員
）
…
鉦
・
鍾
・
□祝
 

の
９

時
～　

時　

分
ま
で
の
間
の
４
時
間

17

30

　

分
～
７
時
間　

分
。
１
人
。
時
給

30

30

　

円
。②
権
利
擁
護
事
業
専
門
員（
非

850常
勤
）
…
鉦
～
鞘
の
９
時　

分
～　

30

17

時　

分
。勤
務
は　

月　

日
障
か
ら
。

15

10

15

相
談
援
助
業
務
経
験
者
で
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
。
要
普
通
免
許
。

通
勤
手
当
な
ど
有
り
。時
給
千　

円
。

100

希
望
者
は
①
は
９
月　

日
鞘
、
②
は

11

　

日
鞘
ま
で
に
同
協
議
会
☎
７
１
２

18４ 

３
９
３
９
へ

◆
ひ
と
り
親
家
庭
を
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦

に
招
待　
　

月
３
日
土（
Ａ
Ｃ
Ｌ
準

10

決
勝
進
出
の
場
合
は　
月
４
日
醤
）　

10

19

時
か
ら
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場（
柏
市
）

で
。柏
レ
イ
ソ
ル
対
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ

ス
戦
。ひ
と
り
親
家
庭
の　

歳
未
満
の

18

－

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
９
月　

日
木　

時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方
と

１０

１０

受
け
た
い
方
。申
込
み
は
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６ 

５
０
５
０
・
思
７
１
２
６ 

５
０
５
１
へ

－

－

僑

　

結
膜
炎

　

段
々
と
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
暑
い
時

期
は
結
膜
炎
の
多
い
季
節
で
す
。

　

特
に
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、
プ
ー
ル
に
行

っ
た
後
や
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
汗
が
目
に
入
る
こ

と
で
結
膜
炎
に
な
り
、
充
血
や
目
や
に
が
出
て
き

ま
す
。

　

も
し
、こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
ま
し
た
ら
、

早
め
に
眼
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

暑
い
時
期
は
流
行
性
の
結
膜
炎
も
多
く
、
こ
れ

は
昔
か
ら
「
は
や
り
目
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
結
膜

炎
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
膜
炎
は
と
て
も
感
染
力
が
強
く
、
家
庭

内
や
学
校
内
の
集
団
感
染
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
診
断
さ
れ
た
ら
約
１
週
間
は
外
出
禁

止
に
な
る
ほ
ど
の
強
い
感
染
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
だ
け
に
限
ら
ず
、
充
血
や
目
や
に
な
ど

の
症
状
が
出
た
ら
、
早
め
に
眼
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｉ
・
Ｈ
）

 
市
税
な
ど
の
納
期（
９
月
）

　

９
月　

日
鐘
ま
で
の
納
期
の
市
税
な
ど
は
、
次

30

の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）②
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料（
３
期
）③
介
護
保
険
料（
３
期
）

　

納
付
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
②
は
国
保
年
金
課
、
③
は
介
護
保

険
課

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

１６１６ホホールのコーールのコーススでで



講
座
・
講
演
会

◆
楽
し
く
踊
ろ
う
フ
ラ
！　

９
月
４

日
～　

日
の
鞘　

時
～
正
午
東
部
公

18

10

民
館
で
。
全
３
回
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
。
２
千
円
。
申
込
み
は
事
前
に
北

田
☎　
 

１
６
５
１ 

４
３
９
０
へ

090

◆
講
演
「
介
護
の
苦
し
さ
を
楽
し
さ

に
変
え
る
、ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」　

９
月
６
日
醤　

時　

分
～　

時
い
ち

13

30

15

い
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
当
日

会
場
受
付
。
問 
小 こ 
番 
☎
７
１
９
８ 

つ
が
い

１
７
６
４

◆
料
理
講
習
「
手
軽
に
作
る
パ
ー
テ

ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」　

９
月　

日
障　

10

10

時
～　

時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
パ

13

ン
の
り
巻
き
な
ど
を
作
る
。
先
着　
10

人
。　

円
。
託
児　

円（
要
予
約
）。申

900

200

込
み
は
９
月
５
日
上
か
ら
前
日
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
磯
野
☎
・
思

７
１
２
５ 

５
８
２
１
へ

◆
講
演
「
個
人
情
報
保
護
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
の
問
題
点
」　

９
月　

日
障

10

　

時
～　

時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。

14

17

先
着　

人
。　

円
。当
日
会
場
受
付
。

30

500
－

－

－

－

◆
体
験
農
業
～
秋
の
野
菜
栽
培　

９

月　

日
醤
、　

月　

日
醤
、　

月
の

20

10

18

11

９
時
～　

時　

分
東
金
野
井
（
参
加

11

30

者
に
は
地
図
送
付
）
で
。
全
３
回
。

　

月
は
収
穫
体
験
。
先
着　

人
。　

11

15

500

円
。
申
込
み
は
９
月
５
日
上
～　

日
15

鍾
に
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
☎
・
思
を
明
記
）
で
石

川
☎
・
思
７
１
２
９ 

７
８
７
０
へ

◆
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー　

９
月　

日
上

26

　

時　

分
～　

時　

分
県
立
関
宿
城

13

30

15

30

博
物
館
で
。
展
示
協
力
員
に
よ
る

「
戦
後　

年
～
鈴
木
貫
太
郎
終
戦
内

70

閣
に
つ
い
て
」の
講
演
。
先
着　

人
。

30

　

円
。
申
込
み
は
事
前
に
同
館
☎
７

200１
９
６ 

１
４
０
０
へ

◆
楽
レ
シ
ピ
で
お
も
て
な
し　

９
月

　

日
鉦　

時
～　

時　

分
野
田
公
民

28

10

12

30

館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。和
の
お
も
て

な
し
料
理
作
り
。女
性
。先
着
８
人
。千

　

円
。申
込
み
は
９
月
５
日
上
か
ら
安

500部
☎　
 

１
０
４
７ 

９
６
５
４
へ

080

◆
新
体
操
体
験
講
座　

９
月　

日
水

30

総
合
公
園
体
育
館
で
。
親
子
新
体
操

…　

時
～　

時
。
２
、
３
歳
の
女
児

10

11

と
親
。
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
…　

時
～

16

　

時　

分
。
４
歳
～
小
学
生
。
い
ず

18

30

れ
も
先
着　

人
。　

円
。
申
込
み
は

20

500

９
月
５
日
上
か
ら
又
吉
☎　
 

１
１

080

２
０ 

８
２
６
３
へ

◆
「
奥
の
細
道
・
人
生
は
旅
で
あ
る
」

古
典
文
学
講
座　
　

月
１
日
障
か
ら

10
－

－－

－

－

－

問
皆
川
☎
７
１
５
７ 

１
０
２
６

◆
ヨ
ガ
体
験　

①
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

…
９
月　

日
上
９
時　

分
～　

時　

12

30

10

30

分
。
②
ア
ク
テ
ィ
ブ
ヨ
ガ
…
９
月　
16

日
鐘　

時　

分
～　

時　

分
。い
ず
れ

19

30

20

30

も
東
部
公
民
館
で
。
初
心
者
。
女
性
。

先
着　

人
。　

円
。マ
ッ
ト
持
参
。
申

10

500

込
み
は
９
月
５
日
上
～　

日
障
に
渡

10

辺
☎　
 

１
６
０
０ 

２
５
９
４
へ

090

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
&
マ
マ
ケ
ア

リ
ラ
ッ
ク
ス　

９
月　

日
～　

月
の

15

10

鍾　

時　

分
～　

時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

12

30

14

ィ
会
館
で
。全
４
回
。親
か
ら
子
へ
オ

イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
０
歳
児
の
子
と

親
。
各
回
千　

円
。
大
き
め
の
バ
ス

500

タ
オ
ル
持
参
。
申
込
み
は
事
前
に
榊

原
☎　
 

１
５
４
８ 

１
８
５
５
へ

090

◆
暮
ら
し
を
考
え
る
～
障
が
い
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
こ
こ
が
知
り
た
い
！

　

９
月　

日
土　

時　

分
～　

時　

19

13

30

15

30

分
中
央
公
民
館
で
。
制
度
説
明
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。
申

込
み
は
事
前
に
中
核
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
だ
ネ
ッ
ト
☎
７
１
２
７

 

５
３
６
６
へ

－

－

－

－

－

－

毎
月
第
１
障　

時　

分
～　

時
欅
の

13

30

15

ホ
ー
ル
２
階
で
。山
本
鉱
太
郎
氏（
旅

行
作
家
）に
よ
る
解
説
。
先
着　

人
。

50

１
回
千
円
。
申
込
み
は
前
日
ま
で
に

笛
木
☎
７
１
２
９ 

７
５
５
０
へ

◆
傾
聴
講
座　
　

月
２
日
鞘　

時
～

10

10

　

時
総
合
福
祉
会
館
で
。
傾
聴
の
基

15本
を
学
ぶ
。
先
着　

人
。　

円
。
申

50

200

込
み
は
９
月
５
日
上
か
ら
柳
☎　
 090

５
５
２
２ 

１
３
０
９
へ

◆
食
育
教
室
２
０
１
５
「
バ
レ
ン
シ

ア
の
風
土
料
理
に
挑
戦
！
ヘ
ル
シ
ー

素
材
を
使
っ
て
具
だ
く
さ
ん
パ
エ
リ

ア
を
作
ろ
う
」　
 　

月
３
日
上　

時

10

10

～　

時　

分
野
田
鎌
田
学
園
で
。
講

13

30

演
と
調
理
体
験
。先
着　

人
。中
学
生

40

と
保
護
者
。上
履
き
・
筆
記
用
具
持

参
。
申
込
み
は
前
日
ま
で
に
同
校
☎

７
１
２
１ 

５
５
２
３
へ

－

－

－－

イ
ベ
ン
ト

◆
「
妖
術
使
い
と
妖
怪
」
展　

９
月

２
日
水
～　

月　

日
日　

時
～　

時

10

18

10

17

（
入
館
は　

時
ま
で
）
茂
木
本
家
美

16

術
館
で
。
三
代
歌
川
豊
国
、
月
岡
芳

年
ら
の
妖
怪
画
。　

円
（
小
・
中
学

700

生　

円
）。
要
予
約
。
申
込
み
は
事
前

400
に
同
館
☎
７
１
２
０ 

１
４
８
９
へ

◆
桜
将
会
将
棋
大
会　

９
月
６
日
醤

８
時　

分
～　

時　

分
清
水
正
光
館

30

14

30

で
。
８
人
ず
つ　

組
に
分
か
れ
て
対

10

局
。
千
円
（
小
・
中
・
高
校
生　

円
）。

500

申
込
み
は
事
前
に
駒
﨑
☎
７
１
２
２

 

４
４
７
４
へ

◆
習
字
ク
ラ
ブ「
仲
間
た
ち
展
」　

９

月
９
日
鐘
～　

日
鐘
中
央
公
民
館
・

23

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
は
９
時
～　
21

時
、
せ
き
や
ど
図
書
館
は
９
時
～　
19

－

－ 　

ピ
ー
テ
ル
は
、花
売
り
の
お
父

さ
ん
へ
届
け
る
お
釣
り
用
の
小
銭

を
運
河
へ
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ヤ
ン
さ
ん
は「
ぼ
く
が
何
と

か
す
る
か
ら
」
と
言
い
ま
し
た

が
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
ひ
い
て

い
る
だ
け
。
大
丈
夫
か
し
ら
。

New Books
興風図書館の推せん図書

　

社
会
学
者
の
著
者
が
、長
年
行

っ
て
き
た
調
査
の
た
め
の
聞
き

取
り
。語
ら
れ
た
も
の
の
中
に
あ

る
、分
析
も
解
釈
も
で
き
な
い
、

調
査
と
は
無
縁
の
、そ
れ
で
も
著

者
の
心
に
残
る
言
葉
た
ち
。そ
れ

ら
を
集
め
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

「ピーテル、はないちばへ」
広野多珂子・文・絵
福音館書店

◎
伝
言
板
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員
募
集
）
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、原
則
無
料
。
掲
載
を
希
望
す
る
方

は
、
発
行
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

兇

「断片的なものの社会学」
岸政彦・著
朝日出版社



時
（
醤
□祝
 

は　

時
ま
で
）
で
。夏
休
み

17

中
に
書
い
た
小
・
中
学
生
の
書
。
問

鈴
木
☎　
 

４
４
３
９ 

４
８
０
３

090

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
～

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ー
と
ブ
ル
ー
グ
ラ

ス
で
心
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
し
ょ
ー　
　!!

９
月　

日
鞘　

時　

分
～　

時
市
役

11

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
太
陽
が
く

れ
た
季
節
」
な
ど
。問
つ
く
し
ん
ぼ

◆ 

野
田
文
化
研
究
会
の
イ
ベ
ン
ト

　

①
市
民
と
高
校
生
に
よ
る
朗
読
劇

「
詩
人 
峠 
三
吉
１
９
４
５
ヒ
ロ
シ
マ

と
う
げ

ナ
ガ
サ
キ
」
…
９
月　

日
醤　

時　

13

13

30

分
～　

時　

分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ

15

30

ー
ル
で
。　

円
。
②
み
ん
な
で
う
た

600

お
う
～
う
た
ご
え
ウ
ェ
ー
ブ
…
９
月

－

－

２ 

２
１
９
１

◆
秋
季
俳
句
大
会　

９
月　

日
醤　

27

10

時
～　

時　

分
興
風
会
館
で
。
当
季

16

30

雑
詠
未
発
表
２
句
持
参
、席
題
１
句
。

千
円
。
当
日
来
場
不
可
の
方
は
２
句

と
参
加
費
を
９
月　

日
鍾
消
印
有
効

15

で
〒　
 

０
０
３
７
野
田　

松
澤
☎

278

665

　
 

５
５
７
３ 

４
７
６
１
へ

090◆
合
気
道
市
民
大
会　

９
月　

日
醤

27

　

時
～　

時　

分
総
合
公
園
体
育
館

13

15

30

で
。
見
学
や
稽
古
体
験
な
ど
。
直
接

会
場
へ
。
問
山
中
☎
７
１
２
９ 

５

９
３
９

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
イ
ベ
ン
ト　

①
ま

め
っ
こ
ル
ー
ム
…
９
月　

日
～
平
成

29

　

年
３
月
１
日
の
火　

時
～　

時　

28

10

11

30

－

－

－

－

－

分
。来
春
か
ら
２
年
保
育
入
園
予
定
の

幼
児
。
②
ち
び
っ
こ
ル
ー
ム
…　

月
10

６
日
～
平
成　

年
３
月
８
日
の
火　

28

10

時
～　

時　

分
。来
春
か
ら
３
年
保
育

11

15

入
園
予
定
の
幼
児
。い
ず
れ
も
入
園
準

備
に
つ
い
て
。先
着　

人
で
全
８
回
。

10

５
千
円
。
申
込
み
は
９
月
９
日
水
～

　

日
鞘
の
９
時
～　

時
に 

ゆ
う
＆

11

11

み
い
☎
７
１
２
４ 

１
３
６
７
へ

◆
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ　
　

月　

日
日

10

18

６
時
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
本
社
裏
駐
車
場

集
合（
駐
車
料　

円
）。　

時
解
散
予

600

18

定
。 
榛  
名 
山（
群
馬
県
）。
７
千
円
。

は
る 
な

申
込
み
は
９
月　

日
上　

時
～　

時

12

19

20

に
参
加
費
を
添
え
て
野
田
公
民
館（
欅

の
ホ
ー
ル
内
）へ
。問
河
井
☎　
 

６

090

５
３
７ 

６
５
０
５

相　

談

◆
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ひ
ま

わ
り
学
習
会
」
説
明
会　

９
月
５
日

上　

時
～　

時
野
田
公
民
館
（
欅
の

18

19

ホ
ー
ル
内
）
で
。
学
習
環
境
に
恵
ま

れ
な
い
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

の
保
護
者
。
当
日
会
場
へ
。
個
別
面

談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
佐
々
木

☎
７
１
２
９ 

２
４
３
８
へ

◆
野
田
失
語
症
友
の
会　

９
月
７
日

鉦　

時　

分
～　

時　

分
中
央
公
民

13

30

15

30

館
で
。
言
語
療
法
。
失
語
症
の
本
人

と
家
族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬

☎
７
１
２
９ 

１
６
５
５

－

－

－

－－

　

日
上　

時　

分
～　

時　

分
総
合

19

13

30

15

30

福
祉
会
館
で
。秋
の
歌
な
ど
を
歌
う
。

千
円
。い
ず
れ
も
申
込
み
は
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で 

野
田
文
化
研
究
会
☎
・

思
７
１
２
４ 

０
７
６
０
へ

◆
彩
の
会
展　

９
月　

日
鍾
～　

日

15

20

醤
９
時
～　

時（
初
日
は
正
午
か
ら
、

17

最
終
日
は
正
午
ま
で
）。興
風
会
館
地

下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
水
彩
画　

点
。

22

問
中
村
☎
７
１
２
５ 

２
２
７
９

◆
コ
ン
カ
メ
サ
ー
ク
ル
写
真
展　

９

月　

日
鐘
～　

日
鍾
９
時
～　

時
市

16

22

17

役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。約　
40

点
。問
古
谷
☎
７
１
２
４ 
３
７
１
９

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
～
よ
う

こ
そ
リ
ズ
ム
の
森
へ　

９
月　

日
上

19

－

－

－

　

時
か
ら
興
風
会
館
で
。前
売
り
千
円

14（
当
日
千　

円
）、小
学
生
以
下　

円

200

500

（
当
日　

円
）。
家
族
で
一
緒
に
歌

600

う
。
申
込
み
は
電
話
で 
針  
生 
☎　
 

は
り 
う

090

７
２
０
２ 

１
４
３
５
へ

◆
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

９
月　

日
醤
９
時
～　

時
総
合
公
園

20

18

庭
球
場
で
。
男
女
一
般
・
シ
ニ
ア
。

１
組
２
千
円（
高
校
生
千　

円
）。申

500

込
み
は
９
月　

日
障
ま
で
に
岡
野
☎

10

７
１
２
４ 

３
２
５
９
へ

◆
魅
惑
の
歌
声
・
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ
木

村
優
一
の
世
界　

９
月　

日
土　

時

26

18

　

分
か
ら
興
風
会
館
で
。「
初
恋
」
な

30ど
。
２
千
円
。
チ
ケ
ッ
ト
は
同
館
で

販
売
。
問（
公
財
）興
風
会
☎
７
１
２ －

－－

競

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
の
掲
載
を
…「
わ
が
家
の
天

使
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｈ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
３
ペ

ー
ジ
に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝

秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
今
年
は
９
月　
２７

日
日
。団
子
や
ス
ス
キ
を
供
え
る
満
月

の
日
。②
英
語
で
イ
エ
ス
タ
デ
イ
。
③

釣
り
糸
に
つ
け
て
、針
の
深
さ
を
一
定

に
保
っ
た
り
、
動
き
で
魚
信
を
探
っ

た
り
す
る
釣
り
道
具
。
⑤
朝
鮮
の
漬

物
の
総
称
。⑥
方
角
の
ひ
と
つ
で
、南

の
反
対
。
⑨
清
水
公
園
駅
西
口
に
は

「
か
ご
め
か
ご
め
」の
ー
が
あ
り
ま
す
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
仁
を
根
本
と
す

る
政
治
・
道
徳
を
説
い
た
孔
子
を
祖

と
す
る
中
国
の
教
え
。
④
心
が
は
ず

ん
で
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
な
い
さ
ま
。

⑦
「
天
然
―
」、「
合
成
―
」、「
消
し

―
」。
⑧「
一
富
士
二
―
三
な
す
び
」。

⑩
非
常
に
長
い
年
代
。

【
応
募
方
法
】
９
月　

日
日
必
着
で
、

１３

は
が
き
に
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に
対
す

る
ご
意
見
を
明
記
し
、
〒　

―
8
5
5

２７８

0
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課
「
の
だ
っ

こ
ク
イ
ズ
」
係
ま
で
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
様
に
「
図
書
カ
ー
ド
」

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　

正
解
と
当
選
者
は　

月
１
日
号
で
発

１０

表
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の
方
は
氏

名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　

８
月
１
日
号
の
正
解
は
「
す
ず
き
か

ん
た
ろ
う
」
で
し
た
。

　
　

人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

７３
果
、
当
選
者
は
江
幡
明
子
様
、
小
沼
昌

子
様
、
佐
藤
春
子
様
、
高
梨
壮
弘
様
、

田
中
夏
海
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。



市の鳥市の花

ひばりつつじ

市の木

けやき

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

市報のだ　第１１９５号　平成２７年９月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

消費生活センター（☎７１２３－１０８４）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や
問合せ、架空請求・多重債務相談など。
月～金１０時～１６時（正午～１３時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談支援　□市 １階＝月～金
８時３０分～１７時１５分
◆専門相談　□市 １階＝１３時３０分～１６時…
生活療育（３日）、発達教育（７日）、就労者
生活（１７日）、生活支援（２４日）、こころの生
活（２９日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　□市 １階＝１０時～
正午…視覚障がい者（１日）、知的障がい者
（２日）、ろうあ者（１５日）／１３時３０分～１５時
３０分…聴覚障がい者（１日）、身体障がい者
（２日）、精神障がい者（１５日）。電話予約
あさひ育成園（☎７１２２－７１５９）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。第１・３木１５時～１７時。電話予
約（月１６時～１７時）
こだま学園（☎７１２２－２９１６）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。第１・３火１５時～１７時。電話予
約（月１６時～１７時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金１３時～１６
時。問社会福祉協議会☎７１２４－３９３９
◆行政書士無料相談　遺言や相続、離婚
など。１８日金１３時～１６時。欅のホール４
階第一集会室。電話予約。問千葉県行政
書士会東葛支部・伊佐☎７１２９－０８０３
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。８日火９時３０分～１５時３０分。□市 
市民相談室。前日までに電話予約。問野
田地区司法書士会、土地家屋調査士会・
栗原☎７１２５－３２２０

◆母子父子家庭等・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～１９時、火～
金９時～１７時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業
　児童扶養手当を受給中の母子家庭の母
か父子家庭の父。個別相談（要予約）、就
労のための「自立支援プログラム」作成。
月９時～１９時、金９時～１７時
職業相談室（商工観光課）
◆無料職業紹介所　市が独自に開拓した
求人情報の提供。□市 ２階＝月・水・金。□い ４
階＝第３火。９時～１７時（正午～１３時除く）
◆内職相談　□市 ２階＝月～金１０時～１５時
３０分（正午～１３時除く）
◆ジョブカフェのだ（問合せ・予約＝
商工観光課／会場＝野田地域職業訓練
センター）　セミナー・個別相談（要予約）、
求人案内。３５歳未満の方かその親。２９日火
１０時～１６時
パーソナルサポートセンター（生活支援課）
◆自立するための生活・就労などに関する
総合相談　□市 ２階＝月～金９時～１７時。
☎７１２５－２２１２
青少年センター（☎７１２５－２６３９）
◆青少年の悩み事相談　年末年始を除く
毎日。９時～１６時３０分（電話相談も可）
ひばり教育相談（青少年センター☎７１２５
－８０８８）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター＝月～金９時～１６時
３０分（電話・面談・訪問）
ひまわり相談（野田幼稚園☎７１２２－２４５０・
関宿南部幼稚園☎７１９８－２０７５）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木、関宿南
部幼稚園＝第１・３木。１０時～１４時３０分。
電話予約（１４時～１７時１５分）

市民相談（☎７１２５－１１１１代表）
※９月の法律・不動産・交通事故・行
政・税務相談は、９月１日火９時から
電話で予約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや
相続、離婚などの一般的な手続きなど。
簡単な相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。□市 ８・１０・１６・２５・３０日。
□い ２４日。６日間で６０人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
□市 １６日。８人
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
□市 １１・２５日。□い １６日。３日間で１８人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。□市 １５日。□い ９日。２
日間で８人
◆税務相談　相続税・贈与税など。□市 １５
日。８人
人権・男女共同参画推進課（市役所内）
◆人権相談　人権問題での悩みなど。□市 
７・１８・２８日。□い １７日。４日間で１６人。
電話予約
◆女性のための相談　□市 ５階＝第１～４
木。野田公民館（欅のホール３階）＝第２土。
１０時～１６時。電話予約（電話相談も可）
児童家庭課（市役所内）
◆家庭児童相談室　児童の問題など。月
～金９時～１７時
◆児童虐待相談電話「子どもＳＯＳ」　
月～金９時～１７時。時間外、土・日・□祝 は留
守番電話かファクス。☎・思０１２０－７８３２８１

　月の
　相談日案内
□市 …市役所、□い …いちいのホール

 急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）
▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

人口と世帯（H２７.８.１現在）
●人口＝１５５,４８５人（－８６）
　男＝７８,０８６人（－４６） 女＝７７,３９９人（－４０）
●世帯＝６４,９５１世帯（＋４８）
●市の面積＝１０３.５４㎢

９

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1000348.html）で確認をしてください。

  岩本 一  真 くん 
かず ま

（H１６.１１.１０生）
　

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）６日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）石井医院（☎７１２２－２４３４）川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）１３日（日）
アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）花井クリニック（☎７１２３－３９００）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２０日（日）
キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）野田病院（☎７１２７－３２００）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２１日（月）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２２日（火）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２３日（水）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）たんぽぽこどもクリニック（☎７１２６－８１１８）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）２７日（日）

木津谷 梓  咲 ちゃん
あず さ

（H２０.６.８生）
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